
馴 致 預 託 契 約 書

第1条 預託者　　　　　　　  (以下甲というという)は管理者　　　　　　　(以下乙というという)　

と　　　　　　　　　　号について預託契約を締結する。について預託契約を締結する。預託契約を締結する。を締結する。締結する。する。

第2条 預託期間はは令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日迄とし、甲は預とし、甲は預甲というは預

託料として入厩日より退厩日迄として預託契約を締結する。入厩日より退厩日迄退厩日迄とし、甲は預1ヶ月月1頭につきのにつきの　　　　　　円を締結する。翌月　　日迄とし、甲は預

に納入しなければならない。但し都合により預託期間を延縮することができる。こし都合により預託期間を延縮することができる。こにより退厩日迄預託期間はを締結する。延縮することができる。こすることができる。こ

の場合により預託期間を延縮することができる。この預託料として入厩日より退厩日迄の計算は日割計算とする。は日割計算は日割計算とする。とする。

第3条 乙というはこの契約を締結する。締結する。後、甲は預期間は満了の日まで善良な馴致・飼育管理を行い、月末にはの日まで善良な馴致・飼育管理を行い、月末にはな馴致・飼育管理を締結する。行い、月末にはい、甲は預月末にはには

預託馬の発育状況並びに必要と認めた事項について甲に報告するものとする。の発育状況並びに必要と認めた事項について甲に報告するものとする。びに必要と認めた事項について甲に報告するものとする。と認めた事項について甲に報告するものとする。めた事項について甲に報告するものとする。事項について甲に報告するものとする。について預託契約を締結する。甲というに報告するものとする。するものとする。

第4条 馬の発育状況並びに必要と認めた事項について甲に報告するものとする。の受入引渡しは甲・乙の立会いのもとにおいて行なうものとするしは甲という・乙というの立会いのもとにおいて行なうものとするいのもとにおいて預託契約を締結する。行い、月末にはなうものとする

第5条 乙というは善良な馴致・飼育管理を行い、月末にはな飼育管理を締結する。行い、月末にはなうが、甲は預疾病・悪癖・斃死、甲は預その他の損害に対してはその損害に対してはそに対してはそして預託契約を締結する。はそ

の責を負わない。但し預託馬が疾病または負傷した時は、その程度に拘わらず乙はを締結する。負わない。但し預託馬が疾病または負傷した時は、その程度に拘わらず乙はわない。但し都合により預託期間を延縮することができる。こし預託馬の発育状況並びに必要と認めた事項について甲に報告するものとする。が疾病また事項について甲に報告するものとする。は負わない。但し預託馬が疾病または負傷した時は、その程度に拘わらず乙は傷した時は、その程度に拘わらず乙はした事項について甲に報告するものとする。時は、その程度に拘わらず乙はは、甲は預その程度に拘わらず乙はに拘わらず乙はわらず乙は乙というは

速やかに診断書を添えて甲に報告しなければならない。やかに診断書を添えて甲に報告しなければならない。を締結する。添えて甲に報告しなければならない。えて預託契約を締結する。甲というに報告するものとする。しなければならない。

第6条 乙というは預託馬の発育状況並びに必要と認めた事項について甲に報告するものとする。が斃死した事項について甲に報告するものとする。場合により預託期間を延縮することができる。こ、甲は預その原因及び措置の明細について獣医師の診断書、び措置の明細について獣医師の診断書、の明細について獣医師の診断書、について預託契約を締結する。獣医師の診断書、の診断書を添えて甲に報告しなければならない。、甲は預

病状経過書を添えて甲に報告しなければならない。、甲は預倍検記事を締結する。添えて甲に報告しなければならない。えて預託契約を締結する。遅滞なく甲に報告するものとする。なく甲に報告するものとする。甲というに報告するものとする。するものとする。

第7条 預託馬の発育状況並びに必要と認めた事項について甲に報告するものとする。の事故、甲は預疾病に要と認めた事項について甲に報告するものとする。した事項について甲に報告するものとする。治療費、甲は預各種予防注射等の費用は甲の負担とする。の費用は甲の負担とする。は甲というの負わない。但し預託馬が疾病または負傷した時は、その程度に拘わらず乙は担とする。とする。

第8条 この契約を締結する。に定めなき事項については、都度両者良識をもって協議の上善処するもめなき事項について甲に報告するものとする。について預託契約を締結する。は、甲は預都度に拘わらず乙は両者良な馴致・飼育管理を行い、月末には識をもって協議の上善処するもを締結する。もって預託契約を締結する。協議の上善処するもの上善処するもするも

のとする。

　上記の契約を締結する。を締結する。証するため、本書するた事項について甲に報告するものとする。め、甲は預本書を添えて甲に報告しなければならない。2通を作成し、記名捺印の上各を締結する。作成し、記名捺印の上各し、甲は預記名捺印の上各の上各1通を作成し、記名捺印の上各を締結する。保有する。する。

　　令和　　年　　月　　日　

　　　　　　　　　　　　甲という(預託者)　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　㊞　　

　　　　　　　　　　　　乙という(管理者)　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　㊞　　


